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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 
HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 2023 年 1 月 6 日(YYYY /MM/ 

DD) 

本学での所属学部・研究科 

School/Graduate School at HU 
総合科 

学部/研究科 

School/Graduate School 
２ 

      年次(Year) 

（留学開始時点(When Started)） 

派遣プログラム 

Name of Program 
✓HUSA  □USAC  □UMAP 

留学先大学 

Host University 
キョンヒ大学  （国名/Country：大韓民国 ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  

Politics and Economics 

在籍身分 

Status at Host University 

Exchange Student 

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

    2022 年  8 月  24 日  

～ 

(YYYY /MM/ DD) 

    2022 年  12 月  22 日 

(YYYY /MM/ DD) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of  

Host Choice  

以前から韓国文化に興味があり、韓国で生活してみたいと思ったから。また、日本と

は違う環境で生活し、大学生活を送ることで新しい自分を発見してみたかったから。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

2 か月前 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

韓国での生活に備えて韓国語の学習と英語で授業を受講するために英語の学習をし

た。その他、韓国に留学したことのある人や同じ大学に留学していた先輩に話を聞い

て留学準備に役立てた。 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 

Visa 

ビザの種類 / Visa Type：D-2 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：駐広島大韓民国総領事館 

提出書類 / Required Documents：写真、パスポート、受入許可書等 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：約 1 ヶ月 

その他必要な事前手続き 

Other Required Procedures 

結核の血液検査 

出国年月日/ Date of Departure     2022 年  8 月  24 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（往路）/ Route (Outward) 福岡→仁川 

現地での出迎え 

Pick-up Service 

 ✓有/Yes（大学関係者/Univ. Staff ・ その他/Others） 

□無/No 

到着後オリエンテーションの有 ✓有/Yes 有の場合 期間/Period： 8/26      ‐  8/26      
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無・期間・内容 

Orientation, Period, Contents 

□無/No (If Yes)    内容/ Indicate Content Covered during Orientation 

帰国年月日 / Date of Return   2022  年  12 月  22 日 (YYYY /MM/ DD) 

経路（復路） / Route (Return) 仁川→福岡 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 / E

xpenses 

総額 

Total Amount 
554000 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 40000 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 1000 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 50000 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
3000 円/yen 
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5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 

✓大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 

住居の広さ  

Size of the Room 
約/approximately 

     20   ㎡  

同居人の有無 

Roommate(s)? 

✓有 / Yes（ １  人/People） 

□無 / No 

住居に附属する設備 

Facilities in Accommodation 

✓電気/ Electricity □ガス/ Gas ✓水道/ Water ✓給湯/ Hot Water ✓シャワー/ Shower 

□風呂/ Bathtub ✓水洗便所/ Flushable Toilet ✓暖房/ Heating ✓冷房/ Cooling □台所/ 

Kitchen 

□食堂/ Dining Room  ✓固定電話/ Land-Line Phone ✓インターネット/ Internet   

□その他/ Others（                     ） 

住居費 

Accommodation Fee 
１ヶ月当たり/ per month 30 万₩ (現地通貨/ local currency) 約/ approximately３万 

円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 

A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

日本人のルームメイトが一人いた。生活リズムが異なる場合もあるので、二人でルールを決

めると過ごしやすい。 

（２）医療について / Medical Care 

保険の加入先 

Insurance 

(W ho Des igna ted) 

✓本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   

□その他 / Others（      ） 

保険の補償内容 

Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death １０００万   円 / yen, 

入院1 日 / per day of Hospitalization  1 億   円 / yen 

その他 / Others（            ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無  

Immunization Requirement  

□有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations：                                ,  

  医療機関名 / Location of Immunization：                     ） 

✓無 / No 

留学先国の医療事情 （日本

と比較して） 

Difference in Medical 

Service (Compared to 

Japan) 

利用していないので詳しいことは分らないが、日本とほぼ変わらないと思う。 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 

Healthcare and Hygiene  

食べ物は日本より辛い物が比較的多いので、お腹を壊した際の薬を常備しておくとよい。 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  

    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 

基本的に夜出歩くのは控えた。どうしても出歩かないといけないときは必ず友達と複数人で行動した。 

（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 
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寮では料理ができないので、学校の食堂と外食を利用していた。韓国は食事をする場所がたくさんあり、種類も豊富なの

で楽しめる。日本食が恋しくなっても、日本食のお店がたくさんあるので困ることはない。バランスを考えて、いろいろ

な料理を楽しんだらいいと思う。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

11 月までは広島とほぼ変わらない。12 月になって一気に寒くなる。日中でもマイナスの日が多いので、ダウンコートは

必須。必要に応じて、マフラーや手袋、耳当てもあるといい。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

どこでも不便なくインターネットを利用することができた。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 
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現在の状況および今後の

予定・進路等  

Current Situation, Plan 

and Career 

 

就職活動や留学前の単位

取得，教育実習等について

の工夫  

Pre-arrangement by yourself 

for your future job hunting, 

acquisition of credits of 

required courses and 

practicum, etc. 

 

 

 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  
/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  

Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL 等） 

Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 

Comments 

   

   

   

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

韓国は日本と似ているところが多く暮らしやすい一方、文化などは大きく違うので毎日が新しい発見の連続です。体

調に気を付けながら、たくさんの場所に行って貴重な経験をしてみてください！また、大学生活は留学生だからと引

け目を感じることなく積極的に行動することで、人との交流が広がっていくと思います。 
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9．自由記述（日本語・1,200 字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

 

 

まずは、留学を無事に終えることができて本当に良かったと思う。言語や文化の違いがある中で生活することがで

きたということが大きな自信になったからだ。留学期間中最も印象に残っているのは、友達と日帰り旅行で地方に遊

びに行ったことだ。自分たちで細かく計画を立て、現地で困ることがないようにルートも詳しく調べ、充実した旅行

をすることができ、大きな達成感があった。他の観光客の人や現地のタクシーの運転手と話すという貴重な経験もで

きた。外国人ということで困ることも多かったが、その都度親切にしてくれる人たちに助けてもらえて本当に嬉しか

った。また、授業の際に仲良くなった友達と会話をすることで、語学力の向上にもつながったと思う。今後もやり取

りを続けることができたらいいと思う。一方で、留学期間中に痛ましい大きな事故も起き、その様子を目の当たりに

したことから、命の大切さも改めて実感した。留学の成果としては、まず語学力の向上が挙げられる。日常生活では

韓国語を主に使い、授業では英語を使っていた。最初は聞き取れない言葉も耳が慣れることで理解することができる

ようになった。授業中のグループワークでは、いろいろな国の人と英語で交流することができ、とてもいい機会にな

った。また、物事に取り組む際の態度にも変化があった。留学する以前は何かをするときは慎重に考えすぎてしまい、

結局物事が上手くいかないことがあった。留学生活では、慣れないことや分からないことが多く、誰かに積極的に質

問したり話しかけたりしていたのだが、それによって迷ったときにはまず行動するということが重要だと気付くこと

ができた。留学を終えた今、これが習慣化され身に付いているので日本で生活するうえでも役立てることができそう

だ。また、今回の留学で得られた大きな教訓としては、政治的な対立が続く国同士でも個人間では友好な関係を築く

ことができるということだ。私は、留学に行く以前は日韓関係の悪化もあり、現地で嫌な思いをすることがあるので

はないかとも考えていた。しかし、実際には全くそのようなことはなく、むしろ私が外国人だと分かると親切にして

くれた人がほとんどだった。電車の中で、席を譲ってくれる人もいれば、困ったときに分かるまで教えてくれる人も

いた。このように、ニュースで報道されているような国家間の問題は気にしすぎず、もっと個人間での結びつきを大

事にするべきということを実感した。今後、日本で留学生などの外国人と交流する機会が増えていくと思うが、その

際にこの教訓を心にとどめておこうと思う。最後に、私は現在日本における留学生教育に興味を持っており、それに

関して私自身の留学生としての経験を役立てていきたいと考えている。語学学習の効率的な方法についても自身の経

験を生かし考察してみたい。 


